
平成２９年度２月補正予算・主要事業一覧

〈地方創生拠点整備交付金関係〉 （単位：千円）

事 業 名 金 額 説 明

（新規） ・国補正予算を活用し、本県の農林漁業やものづくり産業
地方創生拠点整備交付金事 １,７６６,８５２ における生産性革命に資する施設整備を実施。
業 ①県産材を利用した高次加工構造材技術開発拠点整備

（林業試験場） 137,467千円
・県内中小企業と連携した新製品開発・販路開拓を行
い、県産材の需要拡大や中山間地域の雇用創出を図る
ため、大断面製材品の強度等を評価できる試験設備を
林業試験場に整備。

②「ぐんまのアユ」復活に向けた冷水病耐性アユ「江戸川
系」生産拠点整備（水産試験場） 84,756千円
・冷水病耐性アユ「江戸川系」の生産拡大により、内水
面漁業の活性化、観光振興に繋げるため、水温調節が
可能なアユの屋内飼育棟などを水産試験場に整備。

③ぐんまイノベーションファーム（次世代型園芸施設）整備
（農林大学校） 320,400千円
・学生教育の高度化と県内農業者への最新農業技術の普
及を図るため、ＩＣＴを活用した環境制御温室等を農
林大学校に整備。

④ものづくり産業高度化・革新のためのイノベーション拠
点整備（産業技術センター） 1,224,229千円

林 政 課 ・更なる発展のため、産業技術センター（本所及び東
農 政 課 毛）の高精度測定室の改修整備などを行い、県内中小
農 業 構 造 政 策 課 企業のＩｏＴ推進や先端ものづくり産業の先導的な役
工 業 振 興 課 割を果たす技術拠点としての機能を強化。

〈企画部関係〉 （単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

・平成32年春の開所に向け、「Ｇメッセ群馬」の整備の促
コンベンション施設整備 ４８４,０７７ 進を図るため、国の交付金を活用し、建設工事費を前倒

して計上。
・施設建設工事 484,077千円

＜スケジュール＞
・Ｈ30年１月 建設工事着手
・Ｈ30年１月～９月 基礎工事
・Ｈ30年10月～Ｈ31年４月 躯体工事
・Ｈ31年５月～Ｈ32年１月 内外装工事

コンベンション推進課 ・Ｈ32年春 施設開所

〈生活文化スポーツ部関係〉 （単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

・競技規則や施設基準等に適合し、国体等の大規模大会を
市町村有競技別拠点スポー １６,２５７ 開催できる施設を、市町村と連携して計画的に整備する
ツ施設整備事業補助金 ため、市町村が行う競技別拠点スポーツ施設の整備に対

して補助。
・補助予定施設及び補助予定額

沼田市民体育館(フェンシング競技別拠点スポーツ施設)
16,257千円

ス ポ ー ツ 振 興 課 ・対象工事 空調設備の新設



〈こども未来部関係〉 （単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

・国の補助金を活用し、保育士養成校への入学者に対する
保育士修学資金貸付 ４３３,６７０ 修学資金の貸付を、現在のＨ29～30年度入学者に加え、

Ｈ31～35年度入学者も対象にして継続実施する。
・対象者：県内指定保育士養成校入学者（50名／年）
・貸付限度額：学費 50千円（月額）

入学準備金200千円（初回貸付時）
就職準備金200千円（最終貸付時）

・返還免除：卒業から１年以内に保育士登録し、県内の
保育所等で保育士として５年以上従事した
場合

・事業主体：（社福）群馬県社会福祉協議会
・事業費の負担割合：国9／10、県1／10
※国庫は計画に基づき一括して県社協へ交付され、当該

子 育 て ・ 青 少 年 課 年度で事業化した分の１／１０を県が負担する。

〈健康福祉部関係〉 （単位:千円）

事 業 名 金 額 説 明

・国補正予算を活用し、障害者入所施設の施設整備費を補
障害児者施設整備 ２５３,１００ 助。

・補助率：国1/2、県1/4

障 害 政 策 課


